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は じ め に

施 設 栽 培 の トマ トの新 しい 重要 害虫 と して 知 られて

い る オ ン シ ツ コナ ジ ラ ミTrialeurodesvapora「iorum

(Westwood)の 生物 的 防除 は,Speyer(1927)に よ

り寄生 蜂EncarsiaformosaGahanの 有 効 性 が 明 ら

か にさ れ て以 来,欧 米 を 中心 に して広 く 普 及 した が,

防除 結 果 はつ ね に良 好 と は いえ な か つ た(Parretal.,

正976).そ の た め,ナ ミハ ダ ニTetranychusurticae

Kochに 対 す る捕 食性 天 敵 チ リカ ブ リダ ニPhytoseiu-

luspersimilisAthias-Henriotの 利 用(Husseyet

al.,1965)や オ ン シツ コナ ジ ラ ミの薬 剤 抵抗 性 の発 達

(Wardlowetat.,1972)を 背 景 に して 再 登場 した近

年 のオ ン シツ コ ナ ジ ラ ミの生 物 的防 除 で は,成 功 率 の

高 いEnearsiaformosaの 放飼 方 法 を 確 立 す る ことが

重 要 な 課 題 に なつ てい る.欧 米 で 報 告 され て い る生 物

的 防除 に関 す る研 究 はわ が 国 の実 用 化 実験 の参 考 にな

るが,そ れ らの 諸 外 国 と わ が国 との 間 には気 候,施

設,作 物,栽 培 者 さ らに消 費者 に関 して い ろ い ろ な点

で 違 いの あ る こ とを 無 視 す る こと は出 来 な い.こ の よ

うな観 点 か ら,今 回 の 放 飼実 験 はつ ぎの よ うな わが 国

の現 状 を 考慮 に入 れ て 行 つ た もので あ る.そ の ひ とつ

は,わ が 国 の トマ トは無 加 温 ビ ニ ール ハ ウス で割 合 に

多 く栽 培 され て い る こ とで あ る.も うひ とつ は,施 設

内の オ ン シツ コ ナ ジ ラ ミを攻 撃 す る在来 種 のEncar-

sia属 の寄生蜂が存在するということである(中 沢 ・

林,1977).す なわち,本 実験は1978年3～7月 に無

加温ビニールハウスで トマトを栽培 して,導 入種 の

Encarsiaformosaだ けを放飼す る区と,Encarsia

formosaと 在来種のEncarsiasp.と を合わせて放飼

する区を設けて,Encarsiaf∂rmosaの 防除効果を調

べ,実 用化のための基礎資料を得ようとした.

本文に入るに先立ち,有 益な助言をいただいた九州

大学農学部生物的防除研究施設の諸氏並びに材料採集

に援助を与えられた農林水産省中国農業試験場,同 野

菜試験場,広 島県農業試験場の関係各位に厚く感謝の

意を表する.

材 料 と 方 法

材料

供試 したオンシツコナジラミは1977年6月 に福岡

県久留米市長門石町で採集したものの子孫で,福 岡市

東区箱崎九州大学農学部生物的防除研究施設の飼育室

においてタバコ(BrightYellow)を 寄主植物にして

増殖 したものである.Encarsiaformosaは1975年6

月 に農林水産省中国農業試験場によりイギ リスから導

入されたものの子孫であり,Encarsiasp.は1978年

2月 に広島県東広鳥市八本松町広島県農業試験場の温

室で採集したものの子孫である.こ れらはいずれも上

記の飼育室においてタバコを寄主植物 に して飼育 し

*本 研 究 の一 部 は 文 部 省 科学 研 究 費(課 題 番号256039)に よつ た.



た,オ ンシツコナジラミを寄主にして増殖したもので

ある.今 回供試 したEncarsiasp.は 前報(梶 田,

1979)の それとは別種で,雌 成虫は腹部の一部を除い

て全体が黒色である.栽 培 した トマ トは 強力米寿で,

1978年2AlO日 に播種し,同 年3月23日 に内径20

cm,深 さ16cmの 植木鉢に1本 ずつ植えてビニール

ハウスに搬入 した.

方法

使用 した無加温ビニールハウスは福岡市東区筥松九

州大学農学部実験圃場に組立てられた,幅2.4m,長

さ11m,高 さ2.lmの1棟 である.微 小な寄生蜂

などの移出入を防ぎ,換 気を良好にするため,出 入口

と地表から80cmま での高さはテ トロンゴース張 り

にした.ハ ウスの内部は長さ3m,幅2.5mの テ ト

ロンゴースの布を2枚 用いて3つ に区分 し,Encarsia

formosaだ けを 放飼す る区(以 下単独区 とい う),

EncarsiaformosaとEncarsiasp.と を合わせて放飼

する区(以 下併用区という)お よび無放飼区を設け

た.そ れぞれの区の トマ ト株数は20株 で,株 間隔を

50cmに して4列 に配した.列 間隔は灌水や調査の便

を考慮に入れて中央部を1mと し,そ の両側を50

cmに した.開 花の始まつた4月ll日 の夕刻 に,羽

化後間もないオンシツコナジラミ の雌雄 それ ぞ れ10

頭,合 わせて20頭 を それぞれの株の根元から約20

cmの 高 さの葉上に放飼 した.一 方,寄 生蜂は大部分

のオンシツコナジラミが2令 幼虫後期に達した5月4

日の夕刻にマ ミーの状態で それぞれの株に放飼 した.

すなわち,マ ミーは種ごとに小型のガラス管に入れ,

そのガラス管を根元から約20cmの 高 さに縛 り付け

た,株 あたりの 羽化雌成虫数を ほぼ5頭 にするため,

Encarsia/brmosaの マ ミー数は5個 とし,Encarsia

sp.の それは6個 とした.羽 化雌成虫数を推測するた

め,放 飼当日に両種のマミーを100個 ずつ試験管に入

れて25℃ の恒温室に放置し,10日 後 に羽化成虫 を

任意にそれぞれ50頭 ずつ抽出して雌率を調べ た.ま

た同日,ハ ウスに設置したマミーを回収 して羽化率を

調べた.オ ンシツコナジラミは原則として毎週1回 全

株で成虫数を調べたが,寄 生蜂については6月6日 か

ら隔週間隔で中央部の10株 でマ ミー数を 調べた.一

方,寄 生蜂の効果を確認するため,オ ンシツコナジラ

ミの最初の世代にそれぞれの区の中央部の10株 で ほ

ぼ3日 間隔で全数調査を行い,発 育ステージ別の生存

数と死亡要因を調べた.果 実はスス病発生の有無を調

べた後,汚 染面積を口測 した.ハ ウス内の温度 と湿度

はハゥス中央部の地表から約1mの 高さで 自記温湿

度計を用いて測定 した,今 回の実験では摘心を行わな

かつた.ト マ トの先端は7月 上旬にハウスの天井に達

したため,調 査は7月10日 に打ち切つた.

結 果

1.放 飼 したマミーの羽化状況

寄生蜂のマ ミー放飼後10日Eに,マ ミーを 回収 し

て100個 のマ ミーについて 寄生蜂の羽化率を調べた.

その結果はTablelに 示すように,単 独区における

Encarsiaformosaの 羽化率は90%で あ る.ま た,併

用区におけるEncarsiaformosaの 羽化率は95%で,

Enearsiasp.の それは86%で ある.一 方,恒 温室に

放置したマミーから羽化 した成虫の雌率は,Encarsia

f∂rmosaは100%で あるが,Encarsiasp.は88%で

ある.こ れらの結果は両種の株あたり放飼雌成虫数が

ほぼ5頭 であることを示している.な お両種 とも単寄

生性の寄生蜂である.

2,オ ンシツコナジラミの生存曲線

オンシツコナジラミの最初の世代における生存曲線

はFig.1に 示すとおりである,単 独区,併 用区およ

び無放飼区 にお け る初期卵数は それぞれ4985個,

Table 1. Rate of emergence of the introduced parasite, Encarsia formosa and the 
domestic parasite, Encarsia sp. under house conditions and their sex ratio under labo-
ratory conditions.

* Figure in parenthesis shows numbers examined . ** Females   ,< 100 
Females+Males



Fig. 2. Seasonal change in the mean num-
ber of whitefly adults per plant under three 

 different conditions. Symbols are the same 

as Fig. 1. Arrow marks day of parasite 
release.

Fig. 1

. Survivorship curve of the green-
house whitefly in the first generation with 
Encarsia formosa (• ), with Encarsia for-
mosa and Encarsia sp.( • ), or without parasites 
(o) . E: Egg; L-IL-IV: 1st-4th instar 
larva, respectively ; P: Pupa ; A: Adult.

4033個 および4569個 で,い ずれの 区に おいても羽

化は6月3日 までに終了した.無 放飼区における生存

曲線は極めてゆるやかに低下 しており,卵 に対する羽

化成虫の割合は90.7%で ある.こ れに対 して,放 飼

区の生存曲線はいずれも1令 幼虫期からゆるやかに低

下するが,被 寄生個体がマ ミーになる蛹期に急激な低

下がみられる.し かし,単 独区における卵に対する羽

化成虫の割合は35.5%で あ るが,併 用区のそれは

27.0%で ある.放 飼区において,寄 生蜂以外 の 死亡

要因は確認することが出来ないことから,無 放飼区と

放飼区の生存率の違いは寄生蜂の寄生と産卵管挿入に

ともなう傷害(Burnett,1962)に よるものとみなさ

れる.

3.オ ンシツコナジラミ成虫数の季節的変化

株あたりのオンシツコナジラミの成虫数の季節的変

化はFig.2に 示すとおりである.無 放飼区では成虫

放飼時を含めて3つ の発生の山がみられ,成 虫は放飼

後少なくとも2回 発生したことがわかる.放 飼時の成

虫数は20頭 であるが,5月 下旬から6月 上旬にみ ら

れる第2の 山ではほぼ500頭 に増加し,6月 下旬の第

3の 山では ほぼ10000頭 に達している.一 方,放 飼

区における成虫数はいずれも無放飼区のそれに比べて

5月30日 以降明らかに少なく,第2の 山 で は ほぼ

100頭,第3の 山ではほぼ30頭 になつてい る.単 独

区と併用区との間にはいずれの調査 日においても有意

な差は認められないが,第2の 山では単独区の方が幾

分多く,第3の 山では逆に併用区の方が幾分多いこと

が注目される.な お,6月 中旬にEncarsiaformosa

が無放飼区に侵入し,実 験終了までに合計 して ほ ぼ

1000個 のマミーが 生産されたが,こ こでは この点を

無視した.

4.マ ミー数の季節的変化

単独区と併用区におけるマ ミー-twは3回 しか調べて

いない.調 査結果はTable2に 示すように株間の変

異が極めて大きい.平 均マミー数は,6月 には単独区

の方が併用区よりも多いが,7月 には併用区の方が単

独区よりも多い.し かし,併 用区におけるEncarsia

sp.の 平均マ ミー数 はいずれの調査日においてもEn-

carsiaformosaの それよりも少ない.

5.果 実のスス病汚染

果実は第5花 房の一部まで収穫 した.単 独区,併 用

区および無放飼区における収穫果実数はそれぞれ229

個,221個 および232個 で あ る.ス ス病汚染果率は

Fig.3Aに 示すように,無 放飼区で は6月 中旬に急

Table 2. Seasonal change in the number of mummies produced 
by Encarsia formosa and Encarsia sp.



Fig. 3. Seasonal change in the seven-day 
mean percent of fruits contaminated with 
sooty mould (A) and area contaminated 
per fruit (B). Symbols are the same as 
Fig. 1.

激に上昇し,6月 下旬から1OO%に 達 して い る.一

方,単 独区と併用区における汚染果率はいずれも6月

下旬に最高値に達し,7月 上旬には幾分低下 してい

る。 全期間を通 して み た汚染果率は,無 放飼区は

74.6%で あるが,単 独区は5.7%で あ り,併 用区は

12.2%で あ る.Fig.3Bは 果実あたりの平均汚染面

積を示 したものであるが,汚 染果率とよく似た経時的

変化を示している.

6.ハ ウス内の温度と湿度の季節的変化

ハウス中央部において測定した温度と湿度はFig.

4に 示すとおりである.オンシツコナジラミ 放飼時の

平均温度はほぼ19℃ であるが,寄 生蜂放飼時にはほ

ぼ22℃ に上昇 し,7月 上旬にはほぼ33℃ に達 し

ている。寄生蜂放飼後の平均湿度は5月 上旬を除くと

6月 上旬までは70%よ りも低いが,6月 中旬か らは

Fig. 4. Seasonal change in the seven-day 
mean temperature and relative humidity. 
Arrow marks day of parasite release.

70%よ り も幾 分高 くなつ てい る.こ の 湿 度 の 上 昇 は

日中 に も灌 水 を行 つ た た め とみ られ る.

考 察

今 回 の実 験 は 装 置化 され た 施設 に比 べ て 温度 や湿 度

の 条件 が 不 安 定 な 無 加 温 の ビニ ー ルハ ウス で 行 つ た

が,イ ギ リス か ら導 入 され たEncarsiaformosaは 北

ア メ リカか ら侵 入 した と思 わ れ る 福 岡県 下 の オ ン シツ

コナ ジ ラ ミに対 して か な り大 きな 防 除効 果 を 発揮 す る

こ とが 明確 にな つ た.Burnett(1949)に よ る と,オ

ン シツ コ ナ ジ ラ ミの産 卵 数 は温 度 の 上 昇 に と もな い 次

第 に増 加 し,18℃ で320個 に達 す るが,さ ら に 温 度

が上 昇 す る と次 第 に減 少 す る.一 方,Encarsiafor-

mosaの 産 卵 数 は 温 度 の 上昇 に と もな い増 加 す るが,

24℃ で33個 に達 し,さ らに 高 温 にな る と 減 少 す る.

ま た,両 者 の未 熟 期 の 発育 日数 は18℃ に お いて は ほ

ぼ等 しいが,27℃ に お け るEncarsiaf`)rmosaの 発

育 日数 はオンシツコナジラミ の それ の ほぼ半 分 に短 縮

さ れ る とい わ れ る.こ れ らの実 験 結 果 と今 回 のハ ウス

内 の温 度 とを照 合 す る と,ハ ウス 内 の 温度 条 件 はオ ン

シツ コナ ジ ラ ミよ り もEncarsiaformosaの 増li直に有

利 で あつ た もの と考 え られ る.一 方,Milliron(1940)

によ る と,こ の 寄生 蜂 の寄 生 率 は50～70%の 湿 度 で

高 い とい われ る.ま た,Ekbom(1977)は こ の 寄 生

蜂 を 利用 したオンシツコナジラミ の生 物 的 防 除 が トマ

トよ り もキ ュ ウ リで よ く失 敗 す る一 因 を70%よ り も

高 湿 の 栽 培 条 件 に 求 めて い る.筆 者(梶 田,未 発 表)

の 室 内実 験 で も,こ の 寄 生 蜂 の 産卵 数 は ほぼ60%の

湿度 で最 も多 い.こ れ らの研 究 か ら最 適 湿 度 を 明 らか

にす る こと は難 しい が,65～79%の 平均 湿 度 の 条 件

下 で行 わ れた 今 回 の実 験 は 湿 度 の点 か らみて もEn-

carsiaformosaの 活動 に良 好 な 条 件 下で 行 わ れ た もの

と思 わ れ る.

侵 入 害虫 の生 物 的 防 除で は,1種 の導 人 天 敵 を 放 飼

す るか,複 数 種 の 導入 天 敵を 放 飼 す るか は 論議 の あ る

と こ ろで あ る(TurnbullandChant,1961).今 回

の併 用 区 の実 験 はそ れ とは趣 を 異 に し,在 来天 敵 の 存

在 によ り導 入 天 敵 の 働 きが ど の程 度 の 影 響 を うけ るか

を 明 らか に しよ う と した もので あ る.村 上(1972)は

ク ワ コナ カ イ ガ ラ ム シPseudococcuscomstock'i(Kuwa-

na)の 生 物 的 防 除 に お いて 導 人種 の 寄 生 蜂 の 働 きが

在 来種 の 寄生 蜂 に よ り 阻 害 され る こ とを 指 摘 して い

る.今 回 供 試 した在 来種 のEncarsiasp.の 詳 しい生

態 は 明 らか で な い が,Encarsiaformosaに 比 べ て 極

め て増 殖 し難 い こ とは今 回の 実 験 材料 の飼 育 で 明 らか



に され て い る.こ の こ とは 併 用 区 にお けるEncarsia

sp・ の マ ミー数 の少 な い こ と に反 映 さ れて い る もの と

思 わ れ る.し か し,併 用 区 にお ける6月 のEncarsia

/brmosaの マ ミー 数 は 単 独 区 に 比 べ て 幾 分少 な か つ

た.こ の原 因 と して は,Encarsiasp.の 存 在 によ り

Encarsiaformosaの 産 卵 行 動 や 未 熟期 の生 存 が 阻 害

され た の で は ない か と想 像 され る.し か し,生 存 曲線

の 調 査 に お け る併用 区 の初 期 卵 数 は単 独 区 の それ よ り

も少 な い ことか ら,併 用 区 の寄 主 数 の少 な い こ とが そ

の一 因 に なつ て い る こ と も 予 想 され る.し たが つ て,

今 回 の実 験 か ら,Encarsiaf∂rmosaの マ ミー数 の 少

な い 原 因を 明 確 にす る こと は 難 しい.今 回 供 試 した

Encarsiasp・ よ り も前報(梶 田,1979)の それ の 方 が

普通 に み られ る種 で あ る ので,今 後 は これ らの在 来種

との 競争 な ど に関 す る詳 細 な調 査 が期 待 され る.い ず

れ に して も 今 回 の 実験 結 果 か ら,Encarsiaformosa

とEncarsiasp.の 雌成 虫 数 が ほぼ等 しい 場 合 で も,

前者 の寄 生 は後 者 の 存在 に よ り著 しい 阻害 を う けな い

こ とは 明 らか で あ る.Encarsiasp.が 施 設 内 で 多 発 し

て い な い 限 り,Encarsiaformosaの 防 除効 果 が 著 し

く低 下 す る とい う恐 れ は な いよ うで あ る。

放飼 実 験 の結 果 は トマ トにお け るオ ンシ ツ コナ ジ ラ

ミの経 済 的被 害許 容水 準 に よつ て判 定 す べ き で あ る

が,わ が 国 の 経 済 的被 害 許 容 水 準 は 決 定 され て い な

い.イ ギ リス にお け る トマ トの 経 済 的被 害 許 容 水準 は

上位 部 で 葉 あた り10頭 で あ り,そ の 密 度 にお ける ス

ス病 汚 染 果 率 は3%で あ る(HusseyandBraven-

boer,1971).わ が国 の 経 済 的被 害 許 容 水 準 は イギ リ

ス の それ と同 じか,さ らに厳 しい もの とな る で あ ろ

う.し たが つ て,今 回 の放 飼 実験 は失 敗 で あ る と判 定

され る.

近 年,ヨ ー ロ ッパ で 提 案 さ れ て い るEncarsiafor-

mosaの 放 飼方 法 は3つ に大 別 され よ う.第1の 方 法

は寄主 を あ ら か じ め 人 為 的 に放 飼 して寄 主 密度 を高

め,寄 生 蜂 の 産卵 に適 した3令 幼 虫期 と一 致 す る よ う

に寄生 蜂 の成 虫 か マ ミーを 放 飼 す る もので あ る(Gou-

1detal.,1975;Parretal.,1976).こ の よ うに,

害 虫 を天 敵 の 放 飼 に先 立 つ て 放 飼 す る方 法 はモ ン シロ

チ ョウPierisrapaeL.の 生 物 的 防除 で 採 用 され て お

り(Parker,1971),今 回 の 放飼 方 法 も同 じ方 法 とい

え る.し か し,こ の よ う にオ ン シツ コナ ジ ラ ミを放 飼

す る こと は栽 培 者 に 好 ま れ な い(Gouldetat.,1975).

第2の 方 法 は寄生 蜂 を 多 回 放 飼 す る もので,寄 主 の発

生 を予 想 して定 植後 間 もな く放飼 を開 始 す る方 法 と発

生 を確 認 して か ら放 飼 を 開 始 す る方 法 と に分 け られ る

(Parretat.,1976).こ れ らのうち,栽 培者に受け入

れられ易いのは発生確認後に放飼する方法であろう.

オランダでは,発 生確認後 に隔週間隔で4回,合 計し

て株あたり5頭 放飼が標準になつているが,さ らに改

良するためにオンシツコナジラミの分布に関する調査

が進められている(vanLenterenetai.,1976).こ

れはオンシツコナジラミ の 多発 する株が 出来ること

(Parretal.,1976)や 寄主植物の種類により失敗す

る場合があるためである(WoetsandvanLenteren,

1976).今 回のように,株 あたり5個 のマミーを均一

に1回 放飼する方法は最も単純な方法であるが,一 般

の施設では,ト マ ト以外の作物においても成功する見

込みの少ない方法 と考えられる.最 近,第3の 方法と

して被寄生個体ばかりでなく,健 全な個体 も定着 して

いる寄主植物を導入する方法が提案され,良 好な実験

結果が報告されている(Stacey,1977).こ れ らの こ

とから,わ が国における今後の実用化実験に おいて

は,発 生確認後にEncarsiaformosaの マ ミーを多回

放飼する方法とその"banker"と な る寄主植物 を1

回導入する方法に関 して詳細に検討することが期待さ

れる.

摘 要

導入天敵Encarsiaformosaが 無加温ビニールハウ

ス栽培の トマ トに発生 したオンシツコナジラミ をど

の程度防除 で き るか,ま たその防除効果が在来天敵

Encarsiasp・ によりどの程度阻害されるかを明らかに

するため,1978年5～7月 に福岡市内で放飼実験を

行つた.1棟 のビニールハウスをテ トロンゴースで3

つに区分 し,Encarsiaformosaだ けを放飼する区,

EncarsiaformosaとEnearsiasp.と を合わせて放飼

する区および無放飼区を設けた.ト マ トの品種は強力

米寿で,各 区20株 とした.オ ンシツコナジラミは4

月ll日 に株あたり雌雄それぞれ10頭 ずつ放飼 した.

両種の寄生蜂は株あたり羽化雌成虫数がほぼ5頭 にな

るようにマミーの状態で5月4日 に放飼した.

1.オ ンシツコナジラミの最初の世代における生存

率は,無 放飼区では90.7%で あつたが,単 独区で は

35.5%で あ り,併 用区では27.O%で あつた.

2.無 放飼区における株あたりオンシツコナジラミ

成虫数は5月30日 以降,い ずれの 調査 日においても

単独区と併用区の成虫数との間で 有意差が認められ

た.単 独区と併用区の成虫数の間にはいずれの調査日

においても有意差は認められなかつた.

3.併 用 区 に お け るEncarsiasp.の マ ミー数は



Encarsia/brmosaの それに比べて明 らかに少なかつ

た.同 区におけるEncarsiaformosaの マ ミー数は6

月 には単独区におけるそれよりも少なかつたが,7月

には逆に多 くなつた.

4。 無放飼区におけるスス病汚染果率は74.6%で

あつたが,単 独区における汚染果率は5.7%で あり,

併用区におけるそれは12.2%で あつた.

5.ハ ウス内の平均温度は寄生蜂放飼時 には ほぼ

22℃ であつたが,そ の後次第に上昇 して7月 上旬には

ほぼ33℃ に達した,平 均湿度は65～79%で あつた.

6。 放飼実験の結果は,イ ギリスの経済的被害許容

水準に従えば,失 敗と判定された.そ の原因は放飼方

法にあると推察された.
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                                Summary 

   This investigation was carried out to confirm the effectiveness of the introduced 

parasite, Encarsia  formosa Gahan, against the greenhouse whitefly, Trialeurodes 
vaporariorum (Westwood), on short, cold-grown crop in a plastic house. Three kinds 
of plots were prepared to evaluate the effectiveness of the parasite: (1) release of 
Encarsia formosa; (2) release of Encarsia formosa and the domestic parasite, Encarsia 
sp.; (3) the untreated plot. Twenty tomato plants were set out in each of plots 
on March 23, 1978. Ten individuals of each of newly emerged female and male 
whiteflies were released on leaves of each of plants on April 11. Parasites were 
released on May 4 in the form of mummies on each of plants. The number of 
mummies released per plant of Encarsia formosa and Encarsia sp. was five and six, 
respectively. The survival rate of the whitefly in the first generation in the plot 
with Encarsia formosa, with Encarsia formosa and Encarsia sp. and without parasites 
was 35. 5, 27. 0 and 90. 7 %, respectively. Comparison of the number of adult white-
flies between the plot with Encarsia formosa and the plot without parasites re-
vealed that the number of the former was significantly less than that of the later. 
The percentage of fruits contaminated with sooty mould in the plot with Encarsia 

formosa was 5. 7 %, while that in the plot without parasites was 74. 6 %. On the 
other hand, there was no significant difference in the number of adult whiteflies 
between the plot with Encarsia formosa and the plot with Encarsia formosa and En-
carsia sp. The percentage of fruits affected in the plot with Encarsia formosa and 
Encarsia sp. was 12.2%. When female adults of Encarsia formosa were as abundant 
as those of Encarsia sp. the number of mummies produced by Encarsia formosa 
might have been limited by interspecific competition. However, the population of 
Encarsia formosa increased more rapidly than that of Encarsia sp.


